
つながりがはぐくむ豊かな暮らし
～誰一人取り残さず、共に創る未来へ～

令和４年度長岡市市民協働推進審議会
令和５年２月10日（金曜日）午前10時～

１．新型コロナウイルス禍 ３年目の現状

２．企業連携とSDGsの推進

３．市民活動団体への支援

令和４年度長岡市市民協働推進審議会



１-１ 新型コロナウイルス禍３年目の現状

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

未来を創る市民活動応援補助金（未来共創補助金）

月 申請団体 事業名

３ ひきこもりの子をもつ親の会「すだちの杜」 ひきこもる人をもつ家族の相談場所づくり

４ 長岡市茶道文化協会 越後大茶会inアオーレ長岡

４ ひだまりハウス 不登校、行きしぶり親子の会

５ こどもmirai研究会 こどもmirai研究会 第2回全体研修会

５ アフリカンフェスタinながおか実行委員会 アフリカンフェスタ！inながおか 2022

５ 長岡Aoshiの守（mori） 悠久山公園音楽祭

６ 長岡市サッカー協会 長岡フットサルフェスタ2022

６ ひとのわ・ルナの会 みんなの脳活性化教室の実施回数増加と実施場所拡大事業

７ 求草里山再生プロジェクト 求草里山再生プロジェクト

10 つなごー手 ～つなごー手特別企画～ちいきで子育て講演会

12 ウィメンズヘルスlab 持続可能な『ベテラン助産師が伝えるプレママサロン』の実施事業

１ ゆるまち委員会 「明日はきっといい天気」プロジェクト

１ 声のレッスン～詩を詠んでみませんか～ワークショップ実行委員会 指導者育成事業 声のレッスン～詩を詠んでみませんか～

13事業を応援（令和３年度は20事業）



１-２ 新型コロナウイルス禍３年目の現状

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

市民活動をささえる補助金

感染症対策物品の購入費補助
補助率50％（上限５万円）
49団体に150万円を交付

自治会15

スポーツ17

文化３

NPO法人４

老人会４

その他６



１-３ 新型コロナウイルス禍３年目の現状

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

３年ぶりに対面で開催
日時：10月８日（土曜日）
参加団体：31団体
来場者：2,000人

ながおか市民活動フェスタ



１-４ 新型コロナウイルス禍３年目の現状

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

市民協働センター相談件数の推移



１-５ 新型コロナウイルス禍３年目の現状

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

新たなイノベーション

ウィルス禍によって社会が急激に変化

リモート会議、オンライン配信、SNSでの情報発信
等、市民活動団体も活動内容が大きく変容

市民協働センターでも時流に乗った講座を多数開催



２-１ 企業連携とSDGsの推進

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

令和３・４年で16社を紹介

広報誌でSDGsに取り組む企業を紹介

企業名 目標

大口れんこん生産組合 ⑧働きがいも経済成長も

株式会社原信 ④質の高い教育をみんなに

ワタナベグループホームクリーニング事業部 ⑫つくる責任つかう責任

株式会社丸共／クリーンリード ②飢餓をゼロに

株式会社ナンバ ⑬気候変動に具体的な対策を

いのまたピアノ ⑫つくる責任つかう責任

緑水工業株式会社 ⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに

長岡石油株式会社 ⑫つくる責任つかう責任

株式会社プラントフォーム ⑨産業と技術革新の基盤をつくろう

株式会社太陽工機 ⑧働きがいも経済成長も

有限会社ホープイン中沢 ⑥安全な水とトイレを世界中に

柳醸造株式会社 ⑫つくる責任つかう責任

公益財団法人こしじ水と緑の会 ⑮陸の豊かさも守ろう

株式会社パンタレイ ⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに

株式会社ナレッジライフ長岡オフィス ⑫つくる責任つかう責任

ソリマチグループ ②飢餓をゼロに



２-２ 企業連携とSDGsの推進

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

令和３・４年で17団体の活動を紹介

広報誌でSDGsに取り組む市民活動団体を紹介

団体名 目標

特定非営利活動法人子どもの虐待防止ネット・にいがた ⑩人や国の不平等をなくそう

ひだまりハウス～発達障がい児を支える家族会～ ⑩人や国の不平等をなくそう

特定非営利活動法人越の里山倶楽部 ⑮陸の豊かさも守ろう

市民活動団体 WA!! ⑩人や国の不平等をなくそう

長岡おもちゃ病院 ⑫つくる責任つかう責任

ながおか医療生協フィットネスレインボー ③すべての人に健康と福祉を

特定非営利活動法人 Cサポート ④質の高い教育をみんなに

保育サークルたんたん ⑤ジェンダー平等を実現しよう

特定非営利活動法人なだれ防災技術フォーラム ⑨産業と技術革新の基盤をつくろう

長岡周辺地域女性農業者コミュニティ／nowa ⑤ジェンダー平等を実現しよう

OHIRUGOHAN ②飢餓をゼロに

NPO法人女のスペース・ながおか ⑤ジェンダー平等を実現しよう

Iris（アイリス） SDGs全般

量り売りショップ ToRAo（トラオ） ⑫つくる責任つかう責任

中越市民防災安全士会シュークリーム ⑪住み続けられるまちづくりを

アルソアサロン ⑭海の豊かさを守ろう

公益財団法人長岡社 ④質の高い教育をみんなに



２-３ 企業連携とSDGsの推進

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

未来共創補助金の申請時に、該当する
SDGｓの目標を申告してもらった。

13団体中、10団体が次のいずれかを
目標として事業を実施している。

補助事業におけるSDGsの取り組み状況

１ 貧困をなくそう

３ すべての人に健康と福祉を

４ 質の高い教育をみんなに

11住み続けられるまちづくりを



２-４ 企業連携とSDGsの推進

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

課題：企業側にメリットを訴求できるか

企業と市民活動団体のマッチングをSDGsの視点で提案



２-５ 企業連携とSDGsの推進

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

事例１ 企業が災害備蓄品を子ども食堂に寄付

事例２ 若手社員が雪しか祭りの雪像づくりに参加

事例３ 企業が子供のための活動に現金を寄付

市民協働センターを介した連携事例

〇「こんな相談も受けてくれるのか」という反応

〇市民団体との関わり方がわからない企業も多い

→市民協働センターが企業と市民活動団体のハブと
なることで、新たなマッチングの可能性



３-１ 市民活動団体への支援

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

未来共創補助金採択件数の推移

平成28年度をピークとして減少傾向

新型コロナウイルス感染症の流行後はイベント関係の
事業が激減
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３-２ 市民活動団体への支援

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

市民活動団体の６割は年間予算が50万円未満

資金面での課題は４割以上が「特にない」と回答

広報・集客・情報発信に関するニーズが高い

市民活動団体へのアンケート（平成29年実施）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

7.特にない

5.会費や入会金が増えない

2.自主的な事業活動による収入が増えない

1.収入が安定しない

3.補助金・助成金の申請の仕方がわからない

4.寄付金が集まらない

6.金融機関から融資や助成が受けられない

8.その他

活動資金に関する課題(一般団体)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2.広報・集客の手伝い

6.情報配信の手伝い

8.活動場所の提供

7.団体PRの場の提供

9.特にない

1.人物・団体紹介

3.資金調達方法の相談

4.企画・運営相談

5.専門家派遣

10.その他

欲しい支援(一般団体)



３-３ 市民活動団体への支援

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

•以前はイベントに関する相談が多かったが、コロナ
禍以降リモート会議をはじめとしたオンライン化に
関する相談が増加している。

•メンバーの入れ替わりがなく、高齢化が進んでいる
団体はオンラインについていけない団体も多く、活
動が停滞傾向にある。

•最近は感染症との付き合い方に慣れてきた団体も多
く、徐々に活動に元気が出てきている。現在の環境
下で今できることをやろうとする姿勢が感じられ
る。

最近の市民活動団体の動き



３-４ 市民活動団体への支援

令和４年度長岡市市民協働推進審議会

•ホームページやSNSといったWeb経由で協働セン
ターでできることを知る人が多い。「こんなことま
で相談できるのか」という声が増えてきている。

• 10年前は、協働センター側から団体に声をかけてコ
ミュニケーションをとっていたが、年々団体側から
相談を持ち掛けられるようになってきた。

市民協働センターの存在



つながりがはぐくむ豊かな暮らし
～誰一人取り残さず、共に創る未来へ～

令和４年度長岡市市民協働推進審議会


